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刊行にあたって

平成7年1月17日午前5時46分に発生した阪神・淡路大震災は、我が国で初めての近代的大都市に

おける直下型地震であり、既成市街地の広範囲にわたって未曾有の被害をもたらし、神戸市におい

ても、 4千5百名を超える尊い人命を奪うとともに、市民が永い間築き上げてきたまちなみや生活の

基盤を一瞬にして崩壊させました。

あらためて、不幸にして震災の犠牲となられました方々のご冥福をお祈り申しあげます。

本市では、震災直後の平成7年6月に、震災の教訓を踏まえて「神戸市復興計画」を策定し、それ

を基に市民の生活再建をはじめ、安全都市づくり、住宅・都市基盤の復旧、産業・文化の再生•発

展を目指して市民 ・事業者 ・行政が協働して懸命に努力してまいりました。

その間、絶えず国内はもとより全世界の皆さまから多大なご支援と励ましを賜わり、神戸市民に

はかり知れない勇気と希望をあたえていただきましたことに対し、心から感謝申しあげます。

震災から5年が経過した今、すでに都市基盤の復旧は完了するとともに、住宅供給も着実に進み、

仮設住宅が解消されるなど、市民生活においてもようやく落ち着きをとりもどしてまいりました。

その過程では、長期にわたる復旧 ・復興にあたり、事前の準備、既存の常識や制度の枠をはるか

に超えた対応を余儀なくされ、その中で数々の新制度、創意工夫が生まれるとともに、市民の絆と

連帯、やさしさとぬくもりのあるまちづくりの大切さを身をもって体験いたしました。

本市では、すでに震災1年後には、震災直後の関連資料をまとめた「神戸市の記録1995年」を刊

行いたしましたが、 5年目を迎えた今は神戸市復興計画の中間時点にあたり、大震災に立ち向かい、

これを乗り越えた復興のあゆみと、それらを通して得た貴重な経験や体験を踏まえた反省、教訓を

災害文化として後世に伝えるため、本誌を刊行いたしました。

本誌が、今後の災害対策、安全で安心なまちづくりの一助になることを心より念じております。

最後に、本誌の刊行にあたり、執筆にご協力いただき、また貴重な資料をご提供いただきました

多くの皆さまに深く感謝申しあげます。

平成12年1月17日

神戸市長/せ )、ヤ Iう



市内各所で発生した火災 (H7.l.17／長田区）

1階部分がわからないほど倒壊した家屋 (H7.l.18／瀾区）



中間階が崩れたピル (H7.l／中央区）
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1階部分が崩れ大きく傾いたビル

(H7.1.18／中央区）



...... 
広範囲にわたって、地震後に発生した火災で焼失

(H7.1.26／長田区）

— —— ~,"--国道高架橋の倒壊(H7.1／灘区）

液状化現象により泥水が噴出した道路

・ （ポートアイランド／中央区）



震災発生直後に、市役所に神戸市災害対策本部を設置

校庭にたくさん並んだ避難所の仮設トイレ (H7.l兵庫高校／長田区）

避難所の学校で、安否や生活情報の張り紙に見入る (H7.1.21蓮池小学校／長田区）



公園に集結し活動するポランティア（石屋川公園／灘区）
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全国各地から集まった消防応援隊 (H7.1／長田区役所前）

自衛隊による焼失・倒壊家屋の撤去（兵庫区）



天皇皇后両陛下による激励 (H7.1.31)

犠牲者の鎮魂を祈る合同慰霊祭

(H7.3.5／神戸文化ホール）



神戸市復興計画審議会 (H7.4.22~6.26)

簡易給食再開。水がないため、食器は洗わなくてもよいものが使われた

(H7.2.27港島小学校／中央区）

被災した住宅の復興を促進するため、「復興住宅メッセ」が開催された

(H7.6~H l 0.3、写真は第1会場／中央区）



応急仮設住宅 (1K、2K)の標準的な内部

2階建ての地域型仮設住宅（生田町公園／中央区）



濶li1

0 - II盲 1・ •'---—’ キャナルタウン兵庫（兵庫区）では、約1,700戸の住宅をはじめ、「健康ライフプラザ」、高齢者・障害者福祉施設、図書館、商業業務施設などが建設されている

市営、公団、 県営（公団借上）の公的費貸住宅が計658戸違設された新在家南地区 （灘区）



仮設住宅住民と地元住民の茶話会 (HS.10.24、須佐野小河ふれあいセンター／兵庫区）

全
t

復興公営住宅のウエルカムイペント

(H9.6.18、岩岡住宅／西区）
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復興公営住宅の新住民と地元住民との交流会 (Hl0.7.28、灘北第2住宅／灘区）



神戸まつりが震災後初開催。オーブニングセレモニーでは港島小学校児童たちが震災の犠牲者の追悼と神戸の復興を祈る「しあわせ運ぺるように」を合唱(HB.7.17)

神戸ルミナリェTM

「ルミナリエ」とは、イタリアの 「電飾」を意味する古語に由

来する、アートディレクター ヴァレリオ ・フェスティ氏と神

戸在住の作品プロデューサー今岡寛和氏による'‘光の彫刻作品＂ 。

阪神・淡路大震災犠牲者への鎮魂の意を込めるとともに、都

市の復興 ・再生への希望を込めて、 震災の年の平成7年12月

にはじめて開催され、神戸のまちと人々に大きな勇気と感動を

与えた。



5階部分が崩れ落ちた神戸交通センターピルが

新しい「三宮の顔」としてよみがえった（中央区）



新長田駅南地区震災復興第二種市街地再開発

事業による大正筋商店街の復興 （長田区）

手前右手 ：復興げんき村・バラール

後方右手：アスタくにづか1番館

後方左手：アスタくにづか2番館



湊川町l・2丁目地区（兵庫区）の組合施行に

よる震災復興区画整理事業

火災により大きな被害を受けた松本地区（兵庫区）

ヽ





森南第一地区震災復興土地区画整理事業の起工式

(HS.9.26／東灘区）

・クタク

六甲道駅南地区震災復興第二種市街地再開発事業 (Hl1.11撮影／灘区）

鷹取東第一地区震災復興土地区画整理事業 (Hl1, 10撮影／長田区）



再開発がすすむ中突堤周辺地区 (Hl1.12撮影／中央区）

被災したメリケン波止場の一部をそのまま残して整備された「神戸港震災メモリアルバーク」（中央区）



復興がすすむ神戸市街地 (Hl1.12撮影）

神戸空港 (Hl1.9.13着工、H17年度開港予
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記載上の留意事項

い限り、平成 7年 1月17日以降、概ね平成11年9月30日までの「神

原則として平成11年 9月30日までのものを使用してい

るが、可能なものはそれ以降のデータを使用しているものもある。

(3) 神戸市部局の名称、その他団体・組織等の名称、

もの、もしくは平成11年9月30日時点のものである。

(4) 震災後の神戸市の主な組織改正について（平成 8

① 市長室と市民局を市民局に統合

② 震災復興本部総括局と企画調整局を震災復興本部総括局に統合

③ 衛生局と民生局を保健福祉局に統合

④ 生活再建本部を新設

⑤ 経済局と

⑥ 土木局と

⑦ 港湾局と開発局を港湾整備局に統合

⑧ 福祉事務所、保健所を区役所に統合（市民部・福祉部・保健部）

(5) 略称を使用する場合は、つぎの例によった。

神戸市復興計画

（財）阪神。淡路大震災復興基金

（財）阪神。

°弟 4_

。区別計画

・仮設住宅

。住都公団

は、原則とし

なお、同公団は平成11年10月 1日から

に機構改革されたが、本誌では旧名称で
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第 1章 地震の概要

1. 地震の分析

平成 7年 1月17日午前 5時46分、淡路島北部

の北緯34度36分、東経135度02分、深さ 16kmを

震源とするマグニチュード7.2の地震が発生し

た。この地震により、神戸とi州本で震度 6を観

測したほか、東北地方南部から九州にかけての

広い範囲で有感となった。

この地震にともない、大阪管区気象台等は

「ツナミナシ」の津波注意報を発表した。

この地震による被害は極めて甚大で、昭和23

年 (1948年）の福井地震（死者3,769名、負傷者

22,203名、家屋全壊36,184戸）を大幅に上回り、

我が国における今世紀の地震災害としては、関

東大地震（関東大震災）に次ぐものとなった。

図表1-1 本震の震度分布図

Y 
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資料：気象庁「災害時地震。津波速報」
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2. 本震の状況

。発生日時平成 7年 1月17日（火）

午前 5時46分

源 地 兵庫県淡路島北部

北緯34.36゚ 東経135.02°

。震源の深さ 16km 

。規 模マグニチュード7.2

波なし

近い北淡町江崎付近から北淡町富島付近までお

よそ 8kmにわたって認められた。各露頭におけ

る観測では、走行はおおむね北東方向、右横ず

れ、水平変位量は70,,..__,210crn、上下変位量は15

,,..__, 120cm、西おち（断層の西側が下に動く）が

あった。特に北淡町野島平林付近では、露頭が

およそ150cmにわたって認められ、最大水平変

位量210cmで断層面に擦痕（断層が動いたとき

の擦り康で、これから断層がどう動いたかがわ

かる）が認められた。

震度 気 象 官 署

震度 6 神戸、 i州本

震度 5 彦根、京都、豊岡

福井、敦賀、岐阜、四日市、津、上野、奈良、

震度 4 
舞鶴、大阪、高野山、和歌山、姫路、徳島、

鳥取、境、津山、岡山、高松、多度津、高知、

福山、呉

諏訪、飯田、富山、輪島、金沢、名古屋、伊

度 3 良湖、尾賛、潮岬、室戸岬、西郷、米子、松

江、広島、松山、萩、山口、大分

高田、長野、軽井沢、松本、横浜、甲府、河

震 度 2 
口湖、一島、静岡、御前崎、浜松、伏木、高

山、宇和島、宿毛、下関、日田、宮崎、都城、

佐賀、熊本、人吉

小名浜、新潟、水戸、柿岡、宇都宮、前橋、

震度 1 熊谷、秩父、東京、千葉、館山、網代、浜田、

足摺、延岡、福岡、平戸、鹿児島、阿蘇山

(1) 気象庁の現地調査により震度 7とされた地

域

時の地震計 6までしか計測でき

ないため、それ以上については、気象庁の現地

により決定された。

気象庁本庁は、 17日に 2班（計 5名）からな

る地震機動観測班を現地に急派し、大阪管区気

象台、神戸海洋気象台、徳島地方気象台、 i州本

測候所とともに、地震計の設置、被害状況の

査を行った。気象庁は、その後、逐次地震機動

観測班の増強を行ったが、調査の結果、

や淡路島北部等の一部地域では、震度 7であっ

たことが判明した。

(2) 淡路島

。断層の表出

今回の地震によって生じたと思われる断層の

露頭が認められた。露頭は淡路島の北西部の海

にほぼ平行で直線上に点在し、島の北端に

(3) 本市の各区における被害概況

。東灘区

南東部の阪神高速道路の高架が数百メートル

にわたり横倒しになるなど、山手幹線の南側全

域で被害が大きかった。

火災も多く発生した。

。灘区

特に、中央部の阪急電鉄と阪神電鉄の軌道の

間の地域で家屋（木造、鉄筋とも）の倒壊率が

極めて高い。一部地域では、火災による被害も

あった。阪神大石駅東側のガードが落ちた付近

では、倒壊率が100％近くもあるところがあっ

た。南部の工業地帯でも道路の亀裂、高架の落

の密集地では

下などの被害が見られた。

。中央区

三宮駅の周辺からフラワーロード沿いの地域

では、鉄筋ビルが根元から倒壊、もしくは中程

の階が圧壊し傾くなどの甚大な被害が生じた。

の切れた所も数力所で認められ、

一部は完全に地面まで落ちている所も見られた。

海岸部に近いところでは、道路の亀裂や陥没が

しく、所々で液状化による泥の噴出が見られ

た。

山手幹線から国道28号線の間の比較的狭い範

の被害が大きく、木造家屋のほとんどと、鉄

筋ビルの一部が一階の圧壊もしくは座屈などで

傾くなどの被害が見られた。

区

国道28号線沿いの地域で、木造家屋の倒壊、

一部鉄筋ビル圧壊などの被害が大きい。木造家

していたこともあって、地震発生後各

4
 



地で火災が発生し、特に犠牲者が集中した。

・須磨区

南部では、木造家屋の倒壊や電車の脱線など

が見られ、一部では、高速道路の高架が切れて

いた所もあっ た。

・垂水区

南東部の一部地域で木造家屋の倒壊が見られ

た。

参考震度 7 （激震）とは• • …•

家屋の倒壊が30％以上に及び、山崩れ、地割れ、

断層な どを生じるものをいう。

図表1-2 現地調査による霊度7の分析

9: Ill震度 7の地域 5km 
. •. •・：咆：：•: • :翠：：：： •名：： ：名：；翠：：• ： t i： ： ：：合恐：辰：翠：翠：：•;羽：奇：：： ・ :： ：：．：： ：：．t．翌：：．：．写：：：．祠：：忍稔：名を；を裟裟：：ざ ：蒻裟:::- •翠：；g 
・・・・ • • • ; ： : ：： ::： ：:： ::：:： ： ： :; :； : ： ：： :: :: ：：： ::; :: ： : : : ： ::：：： ：： ：: ：: :：::：： ：：：：： ：: ：:： ： ; : : ： ::：：：：： ：:：: : ： :： ::： ：: ：: ： ::::：: ：: ・: :::：： ： : ； ：:: ： ： ： ； ：: ：:： ：：::： ・ :： ：：： :：:： : ：：; ： :: ：:: ：: :: ：:：： ：：： ;: :．：： : ：：：：： ::: ： : : ； :：： ・ : : ：:：：：； ：:: ：:：:：： ：:：：：：： ：: :: ：::：:：:：： ：: ：:：： :: ：: : ： ；:： :：：: :：．:.: •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. •. ・. •. ・. ・. •. ・. ・. •. •. ・. ・. ・. •...... .. ．．．．．． ．．．． ··············•········ ··········• ···· ．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

••:• : ·:•: ・:．: ・ :•F : ・: •: • :・ :・ :・ : •:·: ・: ・ : ・: ・: ・ : ・:・ :・ :・ : ・ : ・ :・: ・ :・ :・ :・: ・ :・ : ・: ·t:•: ・ : ・: ・ : ・ : ・ :・: ・ :・: ・ : •: ・ : ・ :• : ・:・ :・ : ・ :・ :・; ・ : ・ : ・:・: ・ : ・: ・: ・ :•:• ; •: ・:・ :・ : ・ :・ : ・ : ・ :・: ・ : ・ •• : ・ : ・: • : ・ :・ : ・ : ・ : ・:・: ・: ・: ・ :・: ・ : ・: ・ : ・: ・: ・ :・ :・ :・ :・ :・: -： •: •: ・: ・ :・:・ :・ :・:・ :・: 

資料：神戸新聞
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(4) 電磁式強震計記録（神戸海洋気象台）

渥
南北成分

5000● I 

-soo.. 1 

soo.. 1 

-500o&I 

500oal 

-500.. 1 

↑北

東西成分

↑束

上下成分

↑上

1 12秒こ

46:49 85 47:01 85 

分：わ

薩
南北成分

5O cm/s 

-50叩／s

東西成分

so cm/s 

-so cm/s 

上下成分

50 m/s 

-so cm/s 

46:49 85 47:01 85 

分：抄

屠
南北成分

10 em 

-10 Ctn 

東西成分

10 em 

-10 cm 

上下成分

10 cm 

-10 em 

46:49 85 47:01 85 

分：秒

47: 13.85 47:25.85 

1 12秒ぃ

4 7'I 3. 85 4 7, 25. 85 

- 12秒し

47・13.85 47・25.85 
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(5) 神戸市域での地震動

※「地域防災データ総覧（地震災害・火山災害編）」

（（財）消防科学綜合センター、 Hl0.3)より引用

神戸市での木造住宅や中低層建物の甚大な被

害の原因の 1つとして、震源断層から放射され

た長周期パルス波が挙げられている。図表1-3

は兵庫県南部地震の際に、神戸大学で記録され

た地動速度記録であり、南北成分の波形は 2つ

パルス状の波から構成されていると言っても過

言ではない。これらのパルスは、それぞれ明石

海峡の下と神戸側断層の中心付近のアスペリティー

で発生した大きな地震波が、指向性の効果によ

りさらに大振幅のパルス波になったものと理解

されている。このパルス波は周期 1~ 2秒を中

心に広い周期帯域にパワーをもっている。一方、

木造住宅や中低層建物の固有周期は0.1~1秒

程度であり、単純な共振現象では被害の説明が

つかない。これは次のように説明されている。

木造住宅や中低層建物は、まず広い周期帯域に

パワーをもっているパルス波のうちの短周期成

分の影響を受け、それによって建物の一部が損

壊し、ガサガサ揺れるようになって固有周期が

延びる。その状態で 1秒を越える長周期波が効

いてきて、全壊に至るような大きな被害になっ

たというものである。このように、長周期パル

ス波は建物に大きな被害を引き起こしうるので、

キラーパルス (Killerpulse) と呼ばれること

もある。指向性の効果による長周期パルス波の

発生は兵庫県南部地震に特有のものではなく、

カリフォルニアの地震において多く報告されて

いる。

によって引き起こされた被害

分布で、とりわけ注目を集めたのは、神戸市を

中心として現れた“震災の帯’'と呼ばれるもの

である。この地域は地震後の気象庁の被害調査

により、家屋の倒壊率が30％以上であることか

ら震度 7と判定された所である（図表1-2参照）。

この“震災の帯”の特徴は以下の 2点にまとめ

られる。

① 2 km程度の狭い幅で、長さ20kmに及ぶ細長

い分布である。

② 六甲山と推積盆地の境界から数百m離れて

いる。

この“震災の帯’の生成要因として、しばし

ば社会的条件の影響がとりざたされる。これは、

長田区や東灘区のような木造家屋密集地域の被

害分布を説明するには説得力をもつが、それ以

外の地域の被害分布の説明をするには、社会的

条件だけでは難しいことから、被害分布に対応

した強震動域が出現したという意見が強い。こ

の強震動域の生成については、地震直後、震災

の帯の地下に隠れた震源断層が存在していると

いう“伏在断層説’'が唱えられた。しかし、そ

の後の余震分布や地殻変動データの検討により、

は‘‘震災の帯”の にはなく、その

北側を通っていることがわかったため、この説

は強く主張されなくなった。帯状の強震動域の

生成メカニズムは、今なお盛んに議論されてい

るが、それらの議論のうち代表的なものは、

① 震動断層での破壊の進行とその結果として

生ずる指向性の効果及び堆積層の地震波速度

の遅さの効果を強調するもの。

② 厚い堆積層により増幅された地震波と堆積

と山地（六甲山地）との境界で発生した 2

次的な地震波がある特定の幅で増幅的に干渉

するという現象を強調するもの。

の2つである。いずれにせよ、帯状に強震動域が

生成されることは、最近の地震学の発展の中で

獲得された知識によって説明可能なものである。

55.1cm／秒し—―
10秒

最大速度 55.1cm／秒

最大速度 31.0cm／秒

上下成分

図表1-3 兵庫県南部地震の際に神戸大学で記録された

地動速度記録

（関西地震観測研究協議会によって設置された強震計の記

録。各成分はそれぞれ、北、東、上方向をプラスにとって

いる。）
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(6) 各地の最大加速度値（片振幅）

署 名

神戸海洋気象台

大阪管区気象台 大阪市中央区

舞鶴海洋気象台 舞鶴市字下福井

岡山地方気象台 岡山市桑田町

鳥取地方気象台

彦根地方気象台

津地方気象台

鳥取市

津市島崎町

福井地方気象台 福井市 島

最大加速度 (gal)

南北 東西 上下

8

1

7

7

7

7

1

3

 

1

8

6

7

7

3

7

3

 

8

1

 

7

6

2

9

4

7

0

2

 

1

6

5

5

7

4

6

4

 

6

1

 

2

5

9

6

5

9

6

0

 

3

6

3

3

1

3

2

1

 

3
 

(2) 余震状況

震央分布図（大阪管区気象台による）

期間

34・ 40' 

34・ 20・ 

平成 7年 1月17日 05:46（本震） ～ 1月25日

35 

0。
°。 o

24:00 

資料 気象庁「災害時地震・津波速報」
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余震の状況

気象官署における最大震度別有感余震回数

（本震後10日間）

震度 1 2 3 4 合計

1月17日 23 27 7 I 4 61 

18日 11 3 3 

゜
17 

19日I 6 4 3 

゜
13 

20日 3 2 1 

゜
6 

21日 4 

゜
1 

゜
5 

22日 2 

゜゜゜
2 

23日 1 1 2 

゜
4 

24日

゜
1 

゜
1 V 

I 

25日 1 2 
i 

゜
1 4 

26日 3 

゜
I I 

゜゜
3 

合計 54 40 17 5 116 

(3) 気象官署のとった措置（大阪管区気象台）

5時46分緊急作業開始

5時48分 「強い揺れの通知」自動発信

5時49分

5時50分

5時52分

5時55分

5時59分

6時13分

7時00分

7時08分

7時46分

23時00分

津波注意報を発表（ツナミナシ）

各地の震度について、ジシン

地震情報第 1

地震情報第 2

3 

（震度追加）

（神戸の

追加）

非常災害対策本部設置

4 

（気象官署以外の震度 4以上の観

測点追加）

地震情報第 5号発表 (7時38分の

本庁地震機動観測班と で被害

のため、

へ出発

・震度 4の余震 1月17日午前 5時49分

1月17日午前 5時52分

1月17日午前 7時38分

1月17日午前 8時58分

1月25日午後11時16分

※臨時観測点の震度を除く

神戸

神戸

奈良

神戸

神戸
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図表1-4 地震回数ヒストグラム （大阪管区気象台による）

期間 平成 7 年 1 月 17 日 00:00~ 1月30日 15:00

旦50

④
⑤

/
9
0
国

①
②
③
↓

3
 

□総回数： 1307回

有感地震（臨時観測点）： 20回

（震度 1以上）

有感地震（気象官署） ：126回

本震を含む（震度 1以上）

40 

30 

20 

10 

主な地震（最大震度 4以上）

① •17 日 05時46分（本震） 最大震度 6 （神戸。洲本）

② 05時49分 最大震度 4 （神戸）

③ 05時52分 最大震度 4 （神戸）

④ • 07時38分 最大震度 4 （奈良）

⑤. 08時58分 最大震度 4 （神戸）

⑥ .21日21時12分 最大震度 4 （北淡町）

⑦ •23 日 00時32分 最大震度 4 （北淡町）

⑧ •25 日 23時16分 最大震度 4 （神戸・西宮市。大阪西淀）

⑧
↓
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0
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日
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0
時
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日
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0
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日
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時

0
時
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日
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時
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ー
0
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日

認
時

0
時
19
日

12
時

0
時
18
日

2
寺
1
廿

0
時

17
日

゜
注） 1 

2. 

1月25日12時より、臨時観測点（北淡町、神戸垂水、西宮市、大阪西淀）の計数を開始した

8月末現在の地震の総回数2,212回、有感地震（臨時観測点） 114回、有感地震（気象管署） 164回

資料 気象庁「災害時地震・津波速報」
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